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生産計画自動作成のアルゴリズムおよびアプリケーションの開発
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製造業において生産計画は生産効率等に直結する重要な項目であるが、多くの中小企業では現状、経験を持つ

担当者が長時間を掛け、人手により作成をしている。本研究では遺伝的アルゴリズムの活用により、生産計画を

自動で作成する手法について検討を行った。また、現場での計画作成作業が円滑に進むよう、プログラムによっ

て作成された生産計画の詳細をグラフィカルに表示し、確認や修正が可能となるアプリケーションの開発を行っ

た。
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１ はじめに

製品の生産スケジュールを決める生産計画は、生

産効率やコストに直結する重要な要素である。プラ

スチック射出成形では生産製品の変更時に金型や

原料の交換が必要となるため、生産効率向上のため

には同じ製品をできる限り連続して生産する必要

がある。しかし、生産計画は表１のような膨大な組

み合わせから決める必要があり、従来は担当者が経

験を元に毎週約８時間掛けて作成していた。本研究

では新成長戦略研究｢設備、モノ、ヒトの統合的デー

タ分析による生産性の効率化｣の中で、昨年度に引

き続き 1)、プログラムによる生産計画の自動作成に

取り組んだ。また、作成された生産計画の確認、修

正用のGUIアプリケーションの開発を新たに実施し

た。

２ 方法

生産計画で要求される項目を表２に示す目的関

数として設定した。いずれの項目も値が小さい方が

良い生産計画となる。このうち、納期遅れを示す⑬

在庫ショート量などの一部項目は優先して改善す

べき項目として設定した。

探索手法は多目的最適化遺伝的アルゴリズムの

DRMOGA（Divided Range Multi-Objective Genetic

Algorithm）2) を使用した。多目的最適化は複数の

目的関数を考慮して探索を行う枠組みであり、

DRMOGA は多目的最適化を適用した遺伝的アルゴリ

ズムの手法である。プログラムは Python により実

装し、PyTorch を用いて GPU 計算を行うことにより

処理の高速化を図った。なお、使用した PC のスペッ

クは CPU：Intel Core i9-9900K、メモリ：32GB、

GPU：NVIDIA GeForce RTX2070 である。

GUI アプリケーションは TypeScript を用いて開

発し、UI 構築に React、状態管理に Redux、PC 用ア

プリケーション化に Electron の各ライブラリを使

用した。

表１ 生産計画の作成条件

項目名 値

成形機数 37 台

製品種類数 500 種類以上

計画期間 14日分

総パターン数 約 101,000通り
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３ 結果

遺伝的アルゴリズムにより探索して得られた生

産計画の結果について、開発した GUI アプリケー

ションで可視化した画面を図１に示す。昨年度まで

の最適化プログラムでは、生産計画は１日単位で

あったが、小ロットの生産にも対応できるよう、１

時間単位の計画を出力できるよう改善を行った。ア

プリケーション上ではマウスドラッグ等の簡易な

操作で計画の時間修正などが可能な他、計画の結果

として各部品の在庫数推移などの詳細情報をグラ

フや表により視覚的に確認可能となっている。

４ 考察

プログラムによる最適化に掛かる時間は１時間

弱であるが、最初の設定以外は操作の必要が無いた

め、生産計画作成作業に掛かる時間を大幅に短縮で

きることが見込まれる。今後、現場にて試験運用を

行い、課題点の抽出や導入効果の検証を実施する。

５ まとめ

多目的最適化遺伝的アルゴリズムを用いた生産

計画の作成を試みた。また、作成された生産計画の

確認、修正用の GUI アプリケーションの開発を行っ

た。

参考文献

１）松下五樹 他：数理最適化による生産計画の自動

作成, 静岡県工業技術研究所研究報告, 第16号,

51-53 (2023).

２）廣安知之 他：領域分割型多目的遺伝的アルゴ

リズム．情報処理学会論文誌，41，pp.79-89

(2002)

表２ 設定した目的関数

目的関数名

① 在庫スコア

② 装置優先度合計

③ 先行日数超過（休日最小）

④ 先行日数超過（休日最大）

⑤ 段替え回数合計

⑥ 段替え回数最大

⑦ 段替え回数幅

⑧ 金型交換回数

⑨ 材料交換コスト

⑩ 人的コスト合計

⑪ 人的コスト休日加重

⑫ 稼働工場数

⑬ 在庫ショート量（優先）

⑭ 金型重複回数（優先）

⑮ 夜間金型交換回数

⑯ 金型交換同時超過数

図１ 生産計画を可視化する GUI アプリケーション


